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多作の主壌水分に関する研究第8報

吉岡金市.・三・宅、章
、

1.研賓の楳題 萎の栽培rz:当 P土壊水分

の多少が生育並('C)，比穫に甚大なる影維を及ぼす

ととは論歩るまでもないととである。縫って、

要作の土援7}V分に聞す・る研究は大分行はれてゐ

るが、その殆んどは生育期間中土嬢水分を士宮滅

するととな〈一定に保持Lた場合の試験研究で

あって、生育の各段階に於ける土壌*'介の多少

を検討した試験研究は僅かしかない。しかもそ

の試験研現結果に於て不一致の点が昆出・され、

筒、確かめる必要があるのでとの実験を行った

のである。

との要件の土嬢水分に関する研究の課題は、

割論的には萎の生理的に必要とする土壌水分を

萎作の生育の各段階に於て明かにすると主であ

って、実際的には生育期間中の土嬢水分歎態と

枇量との関係、卒魁時に於ける菱作の生育と過

程Eの必要時期との関係、 7k絹の萎間直婚栽培に

於ける7.k絹の発芽に必要とする土壊水分と要作

の生育I!:必要とする土嬢水分との関係、 F作耕

転の機械化における機械の使用と土嬢水分との

関係等身を解明する事で診る。寄k はとの問題

を解明するためポットを用ひて試験を行った。

そじて、と Lに昭和19-20年の試験結果を報告

すると共.tc:、今匙行った試験結果を総括して考

第 1 表 試

' ‘ 
察をと Lろみるととにす1る。

2・研賓の方法 研究の目引に綻び4土嬢

水分のみを異にした各試験区を作、りポット試験

を行った。その方法は次の如<1!~大体前報告
の場合と同様君主るも、昨年は小妻のみにより行

ったのでJ本年は小萎は僅か乏し、主として裸

妻により試験を行った。

ポットー約1/68∞0反の槻轍ポットを使用。

土壊・肥栄←土嬢は当所薗場の表土を風乾し

たものを 1・ホ・ヅト当 2.2kg.H巴料は菜種泊粕を

1ポット当10gr使用土壊水分量一使用土鍍の

飽和水分量を測定して、それにより土壌2.2kg

の場合の各%の土媛水分量を算出した。その結

巣、3O%-323cc，40%ー431cc，5O%-538cc~ 
ω%-646cc. 70%-754cc.8O%一筋lcc，90，% 

-969ccであった。

播種ー楳#ョピシカタギを11月20目、小委新

中長を12~ 1自に 1ポット当 9極宛晴嵐し、発

芽後間引をとして生育中腐のもの 3本立と Lた。

試験区一試験区仕第1表に示す如〈であって

裸要はさを区陀ついて行ったが'1、2警は1-5.区につ

いて行うた。 1-5区は金生育期間中一定の土嬢

水分を保持した。即ち、 1区は50%、2区は印

%、 3区は70'"、4区は80%、5区は90%をそ

験区
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、
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れぞれ保持した。 6-13区は生育の各段階に於

で順ヨえに土壌水分を増減襲克仁'売。削ち.6.7 

区は土壊水分を 4週間毎11:10%づ L増減し、 6

区は播種当時を却%とし、 4週間毎11:10μヴ L

堵加して最後を90%とLた。 7区は 6区の反対

の処理をした。 8.9区ほ土壌水分を 2週間毎に

自存づ L増減し、 8区は掻種当時を30%とし、

胴衣士曾，加して生背中期を9()%とたし、後期に

至るに礎ひ減少して最後を30%~こした.. 9区は

8区の反対の処理をした。 10.11区は生育の中

期以後の宇期を一定の土壌水分を保持し、前期

より中期匙の宇期を場化した。 10区は播撞当時

を却%とし、順戎増加して中期以後を90%とし

た。 11区は10区の反対の処理をした。 12.13区

は生育の初期より中期患の宇期を一定の土壌水

分を保持し、中期以後の宇期を湾北Li'to12区

は播種より中期匙30%とし、中期より順戎増加

して最後を90%とした。 13区は12区の反対の処

週をした@

e 

管玉男一給水位生育の初期段減水が少いので3

第 2 表草

京事|1 “ 。 3 4 5 6 

12.14 6.7 8.4 ~"6 9.0 8.1 5，5 

Jll 8.0 8.6 9.3 9.4. 9.0 5.8 

28 8.4 9.4 9.6 9.7 9.3 7.4 

1. 4 8.4 9.5 10.0 10.2 9.日 7.4 

11 8.4 9.5 10.1 10.3 9.7' 7.4 

18 8.4 9.5 10..L 10.4 9‘7 7.5 

2f) 8.5 9.6 10.2 10.5 10.0 7.日

2. 1 8.1 9.7 10.2 11.0 10.3 7.7 

8 8.7 9.7 10.3 11.2 10.6 '1.7 

15 8.':' 9.8 10.3 11.3 10.7 7.7 

22 ・4 8.S 9.9 10.3 11.6 10.9 8.5 
軍

3. 1 9.4 10.4 11.6 12.5 11.6 9.8 

10.7 12.5 13.2 14.8 13.3 18.2 

15 11.9 14.0 16.3 17.6 17.0 15.0 

22 16.4 18.2 19.5 20.9 19.臼 19.:& 

29 20.8 23.3 2<!.9 26.6 25.1 25.3 

4. 5 30.5 33.2 34.2 38.0 37.6 37.4 

12 35.4 38.9 42.0 46.5 43.日 42.5 

19 37.3 42正6 45.3 52.0 50.5 47.3 

26 42.7 46.7 52.2 59.8 55.9 5'{.0 

5. 3 49.5 52.5 t7.0 64.::' 61.6 60.6 

10 50.4 56.1 60.2 67.0 64.7 65.6 

17 日1.4 '56.2 60.6 67.4 6~.0 66.0 

24 間 .5 5!¥.2 uO.6 。7.4 65.0 66.2 

日1'1:， 1回、順次高祖となb滅71<が増す陀従ひ回

数を増加して、生育の後期は1日に1回或は2回

給水したーモVコ方法はポットを秤量して減量し

ただけ補給した。叉、要の生育期間中夜間及び

雨天の日はガラス室内陀入れ、降雨なき聾聞は

網出に出ιて天然の降水は遮断した。そして毎

週 1回生育調査して、最後に牧量調査をした。

3.研買の結果

1)土壌水分と生育&の関係毎週行った生

育調査の結果は第2表(裸萎草丈〕、第3表(裸

費分襲〕、第4表(小宴草丈入第5表(小要分

襲)に示す如〈であって、圭生育期間中一定の

土壌水分を保持した1-5区を検討するにt楳穿

陀長ては4区の80，Gが、小妻に於ては 5虚の9()

%が最もよい生育をなじてゐる。それより土壌

水分が減少するに従び順次生育が悪くなってゐ

る。生育期間中生育の各段階陀於て土壊71{分を

騨更した 6-13厚、とれは裸妻だけであるが、

大側報告の小委の場合の傾向と同様であって

6区、 10区、 12区、 9区が良好であれその反

丈 (繰婆〉

a 9 ~..1 1l j 1~1~ 
8.2 6.5 9.2! 7.0 9.5 6.5 8.5 

9.3 7.4 9.4 8.8 9.8 7.4 8.7 

10.0 8.6 9.9 9.7 10.4 8.0 9.0 

10.3 8.8 10.8 10.1 11.8 8.3 9.4 

10.岳 9.0 10.9 10.5 12.2 8.3 9.8 

10.4 9.4 10.9 10.8 12.3 8.3 9.8 、
10.8 9.5 11.2 11.0 12.8 8.3 10.5 

11.5 9.6 11. " 、i.1.4 12.9 8.5 10.8 

11.6 10.1 11. 11.4 12.9 8.5 10.9 

11.日 10.2 11.7 11.5 12.9 8.5 10.9 

12.5 10.3 11.9 11.7 13・2 8.5 11.4 

12・9 11.4 12.5 13.0 13.4 8守5 12.7 

15.4 13.9 14.5 15.4 15.1 10.4 15.8 

19.0 16.2 16.5 17.5 17.2 12.9 19.8 

21.4 19.5 20.5 22.7 20.0 15，5 22.0 

27.0 25.4 24.2 29.9 24;3 20.0 27.8 

33.6 36.r 36.1 41.1 27.7・33.4 36.6 

39.1 41.4 39.9 47.4 31.4 39.2 ，41.1 

44.3 45.2 45.3 53.0 40.4 46.0 44.9 

47.4 4;7.7 51.8 60.0 45.6 町1.6 51.7 

53.0 51.8 58.4 51.6 55.1 54.1 

53.0 51.8 60.7 66. 51.6 57.4 54.7 

53.{) 51. 8 ∞.9 (，6. 51.6 59.9 5畳.P

{j3.0 51.8 似J.9 66. 51.6 66.6 54.7 
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第 3 表分 '襲 〈線量~)

75F??| 1 司 8 9 110 1 11 I 12 I lJ 
1. 4 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 

11 3.3 3.0- ;:1.3 3.7 ~.O 3.0 3.7 3.0 3.7 3.0 . 3. '7 3.0 3;0 

18 3.3 3.3 3.7 4.7 4.0 3.0 4.3 3.0 4.3 3.7 4.'; 3.0 4.3 

25 4.3 4.7 5.0 5.1 5.3 4.0 6.3 3.7 6.3 5.7. 11.1 3.3 5.7 

2. 1 1'i.3 6.3 7.3 8.0 7.7 6.0 9.0 6.3 B.・1 7.3 8.3 4.0 8~3 

8 5.7 7.'; 9.Q 10.3 10.0 7.0 10.0 7.0 9.3 9.0 9.7. 4.¥ 10.3 

15 5.7 7.7 9.3 H.': 10.0 7.7 11. 7 8.0 9.S 10.3 9.7 4.7 10.7 

22 7.3 10.3 11.7 13.3 12.7 9.3 14.0 10.7 10.3 12.可 10.7 5.0 13，0 

8. 1 9.0 1'2.3 14.0 15.0 13.3 10.3 I 15.7 13.7 12.7 15.0 12.3 6.S 14.0 

8 11.τ 14.0 16.3 18.0 16.0 14.0 20.3 15.3 15.0 20.0 il5.0 9.0 ]8.7 

15 14.3 16.0 18.7 20.7 18.0 16.0 21.7 18.0 16.3 23.7 , 15•7 11.3 20.3 

22 19.7 20.0 21.0 21.S 20.'; 16.7 23.0 21.0 18.7 25.0 16.7 13.3 22.7 

29 21.7 21.3 23.7 23.0 24.7 22.3 24.0 23.0 19.3 26.7 17.0 15.7 24.0 

4. 5 23.0 23.0 26.0 26.3 2(1;7 24.7 24.3 25.7 20.7 29.0 18.3 18.3 27.3 

12 23.0 23.'1 26.0 26.7 29.7 24.3 24.0 24.7 21.0 29.3 15.0 19.3 27.3 

19 22.'1 23.0 23.7 23.7 27.3 23.7 23.7 22.0 20.3 29.0 12.7 20.7 25.0 

26 19.0 19.3 20.3 20.7 17.0 16.7 15.3 13.3 15.7 20~7 10.7 18.3 18.1) 

5. 3 15.7 丑6.0 16.7 17.3 15.3 15.3 Jf.3 11. 7 12.3 17.3 9.0 18.0 16.3 

10 11.0 12.0 13.3 13.$ 13.0 12.7 11.3 10.7 11.0 15.0 7.3 15.7 14.7 

17 10..3 10.7 13.0 13.0 12.3 12.7 10.7 1β.0 10.7 14.3 7.3， 14.3 14.0 
、

24 10.0 10..7 12.7 13.0 12.3 12.7 10.0 8.7 10.7 14.0 7.3 13.7 14.0 

械分襲歩合 |ω|ωI0. 49 1ω|ω~l_o・411~_34_ 1 叩 l 0.4810必 間 IO.5l

第4表意 丈〈小容〉 第 5表分 襲(1]、事〉

I~事l 1 2 
¥試験問|
月日、-..-.............. 2 I '3 I 5 

1.11 5.0 5.1 5.2 5..7 6.0 1.18 3.0 3.0 3.G 3.0 3.0 

18 6.0 6.0 6.5 6.7 7.5 25 3.0 3.0 3.0 3.3 3.0 

25 6.9 7.0 7.2 7.0 8.7 2. 1 3.3 3.7 3.3 4..0 iJ.'1 

Z. 1 7.3 7.2 7.6 8.2 8・8 8 3.3 3.7 3.7 5.0 5.0 

8 7.6 7.6 7.8 8.4 9.0 15 5.3 5.7 5.7 6.7 6.3 

15 8.0 8.1 8.2 8.9 10.2 “円。~ 6.7 7.3 ~.3 9:0 8.7 

22 9.4 9.9 10.4 10.5 11.6 3. 1 lu.O 10.3 10.7 11.0 10.7 

3. 1 9.6 10.0 11.0 11.4 12.2 8 11.7 12.0 12.0 12.7 12.3 

8 12.8 13.7 14.8 15.3 15.8 15 13.3 13.' 14.0 14.3 14.3 

15 16.9 16.3 17.2 19.2 20.2 22 13.7 14.3 14.7 17.3 17.3 

22 19.8 21;...4 ~.3 22.4 33.4 29 15.0 '16.7 17.G 19.0 却 .7

29 30.6 30.9 32.5 33.1 33.7 4. 5 17.7 19.0 20.7 22.τ 2li.3 

4. 5 45.8 斜 .7 46.2 48.2 48.5 12 19.3 20.7 21.0 21.v 2'1.3 

12 51. 1 52.6 56.5' 55.5 58.6 19 20，3 21.7 22.0 24.3 26.3 

1.11 56.5 59.5 111.6 63.7 64;2 26 13.3 14.0 15.3 l7.3 18.3 

26 68.9 70.5 71.0 守3.3 5. 3 13.0 13.7 15.0 16.7 17.0 

5. ::l 70.2 71.5 '13.1 75.6 7[..6 10 12.7 13.3 1/).0 16.0 16.3 

10 70・ヰ 71.5 73.2 ::.~ 1 ::.~ 
-17 70.3 71.5 73.2 空6.0i 76.4 

24 70.4 71.5 73.2 7e，0 I 76.4 

17 12.7 13.3 14.'1 J5.7 

24.‘ 12.'" I 13・3 14.7 15.7 15.71 

有数分集歩合|
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第 6 表牧 量 〈繰奏〉

IF?I 1 2 I 3 1 4 I 5. I 6 1
7

1 8 191川口|叶竺
本 • 10.0 10.守 12.7 13.0 12.3 

得 長 cm 37.2 43.9 45.7 同.4 48. ~ 

稀 長 cm 4.0 4.4 4.3 4.8 4.日

粒 量生 396 493 007 、 722 574 

1 穂粧.39.8 41.41 47‘8 55.5 46.7 

粒重量1: gr !l.96 13.081 16.41 18.40 14.75 

1000粒 11.. 8r 2.5.1.5 26.53127.03 2.5; 48 2.5.70 

総乾.物怠量 gr 25~7 30.41 38.0 44.2 48.8 

粧11量/総乾物重量 0.39 0.431 0.43 0.42 0.30 

• 100 

怠 量 100 141 11 

対の処理をした11区、 8区、 7区、 13区が劣っ

たのである。即ち、要の生育は後期・中期が機

潤般態陀あれば良好なる生育をするのであっセ

その反対の場合ほ悪〈、生育初期は土壌水分の

多少は殆んど膨響たいと云r、るのである。

2)土嬢水分と牧量との関係 最後tc.精密な

牧量調奈をした結果は第6表〈裸萎〉、第7表

(小委〉の如《であって、それは前2回の報告

と殆んど同様であれ土嬢水分を金生育期間中

一定に保持し売場合、裸奏は4区の8[1%が、小

2容は5区の90μが最も良好であった。司とれより

主嬢成分が誠少するに従って牧量が順究減少~

叉、操要はモれな b増した鈎%区は牧量が減じ

たのである。その牧量の減少の原因は粒の充実

ではなくて本獣と 1穂粒殺の減少に依るもので

ある。次t亡、生育の各段階に土嬢水分を培誠、

第7表 牧 量 (/J、容〉

¥4Jーナ1112131415

本 • 】2.7 13.3 H.7 15.7 15.7 

得 長 cm 47.0 49.8 48.6 49.7 51. 9 

穂 長 cm 6.6 8.7 6.9 7.1 '1.3 

粒 • 527 579 649 711 821 

1 穂 粧 曹長 41.r. 43.r. 44.1 45.3 52.3 

粒 Jt 量 gr13.12 13.7:l 14.1l9 15.84 18.24 

10伺粒震量 gr24.90:23.71 22.63 22.28 22;22 

総乾物怠量 gr 25.0 29.3 31.8 36.7 41.7 

粒怠量/紙乾物怠.. 0.52 0.47 0.46 0.43 0.44 

:|「 11m

142 

1001 1071 115 133 

12.7 10.7 14.0! 7.3 13.7 14.0 

47二1 39.0: 37.2 48.8 月1.01 37.4 47.6 37.3 

4.4 4.0: 3dl 4.3 4.01 3.8 4.2 4.0 

751 423 456 f>fl4 762 300 550 1;33 

69.11 42.31 62.4 盛1.11 40.1 38.1 

2q 20.671 12.181 12.65 21.11 8.341 14.77 14.14 

7明27.74 27.70 26.53 

19.21 42.3 33.3 

0..541 0.50: 0.39 C.431 0.42 0.431 0.35 0.42 

92 112 108 

97 64 113 108 

麹更した場合〈操萎〉は10区と 6区の播種当時

土壌水分を30%とし、順さえ増加して中期以後、

或は後期を90%と(.tt:区が最も良好であった@.

吹いで9区と12区の生背後期が共に90%であっ

た区が良好であった。成績不良であった区は良

好なる区の反対処理を・せる区であって、 11区7

区、 8区、 13区であった。

4.考 察今匙行ったととろの要作の土

嬢水分に関する研究結果の概要を総括表示すれ

ば第8衰の如〈であって、との研究結果を考察

ずるに、先づ金生育期間中一定の土壊水分を保

持せる場合は裸2容に於て加%、ィ、妻に於ては90

%であった。とのととは小妻の方が裸妻:.tりも

排水不良地にでも良〈生育すると去ふととを実

験的に証明したわけである@生育の各段階~土

嬢水分を増減費更した場合段、裸萎も小菱も殆

んど同ーの傾向にあり‘生育の初期を乾』燥献態

忙して中期以設を漁潤祇踏にしたのが最も好結

果を得、その反対をしたものが最も悪結果であ

った。生育の後期に土壌水分を増加したものが

よ〈て、吹いで中期に土壌水分を増加したもの

であって、生育の初胡は反対に乾蟻般態の方が

好結巣を偽る様である。との研賞結果に依り実

際的問題を検討考察して見るに、普通の年に於

。る萎作期間中の土農水分蹴態は、大体生育の

初期は気温低〈妻の生育は遅々であるから地面

並に葉商蒸発量少〈、tt:~tr:相当多量の土媛水
分があるが、戎第に集湿高〈、妻ρ生育が旺盛

とt.t:るに縫って、地面立をに葉町君事発量が多<t.t:

h 土嬢水分が必要量以下陀誠少して来るd特
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第8表 3ヶ年時験結果

|裸凄 小委
斌 験 直|山年~I恥年却 1日~年17|11R~年~119-年!lc' 
(1) 3% 0 50 34 32 

(2) ω 70 69 65 

(3) 50 93 76 92 告1 96 

(4 ) 60 100 100 1開 1ro 100 

(.5) 70 114 125 110 102 107 

(6) I3C 137 141 121 108 115 

(7) 90 100 113 121 113 133 

(8) 30-90‘ 143 158 139 117 

(9) 90-30 75 93 105 95 

(10) 30-ω-30 69 97 89 日2

'(1.1) 90-30-ω 94 129 122 10..'1 

(12) 30-ω-90 161 129 

(13)ω-30-30 64 56 

(14) 30-30-伺 113 106 

(15)臼0-句会O 108 臼8

〈備考〉
(1)量生字は6句4磁の粒重量を1仰とした扮畿でl>る。

(2)棟姿はヨピシカFグ、 A、吉野は畠関(1fl-17)、新.

中長 (18-19.19-20年)を使用した。

に生育の後期に卒魅に遭遇すれば尚更である。

縫って.生背後期に描・71<して土壌水分を増加す

れば著しく要作に好結果を輿へるので通うる。寄

J々 が水稲に就いて研究を行ってゐるととろの萎

間直埼栽埼に於て、土壌水分が少くて水稲の発

芽が充分行はれ樽ないのは、土壊水分が印%以

下であり、その時は菱も手魁に擢ってゐるので

ある。直情水稲の播種期は2容の畠宥の後期にあ

たり、水稲が発芽不良の場合は萎作aも卒容にか

与ってhるのであるから、その時には流構融慨

を行へば宜敷しい。流溝融献によ b水稲がよく

発芽すると同時に萎作にも静結果をもたらし、

一石二鳥である。

戎に萎作の耕者の機械化と土嬢水分との関係

広、委作の耕転を行ふ時期は、整地揮の場合に

は稲刈取直後であり、不整地靖司場合は稲刈取

後より12月或は 1月で、要の生育の初期に行は

れるのである。との時期には土嬢が乾蝿般態に

ある方が要のためにもよいのであるe 叉、機械

の使用も乾悔歌態に通うれば容易に使用出来るか

ら、機械の使用と要作の生育と土壌水分関係ば

何等矛盾するととはないのである。土壊が排水

不良で機械の使用が出来難いととろでは暗渠排

水を行ひ、土壌の排水を良好にしたけれ同たら

たい@

5:摘 要~作の生育期間中の土嬢氷分
の多少が~作の生育 ・ 4女量にま口何怒る結果を及
ぼすものであるかを知らんがため、永・ッーを使

用して引続密実験を行った。，その昭和19-20年

の結巣は戎の如〈であり、前回の実験成韻と殆

ゐど同ーであった。

1)萎作生育期間中}定の土嬢水分を保持し

た場合、裸2容は80%区、小要は90%区が最も良

結果を得、それより各土腹水分減少するに健ひ

牧正当Eった。

2)要作生育期間中、生育百各段階に於て土

壌水分を増波、費更した場合、本年は裸穿のみ

について実験したが、大体小2容の場合と同様の

傾向を認め、生育め後期に土媛水分過と増加した

区が最も良好たる結果を得、臭いで、生背中期

陶土嬢水分注増加した区であり、生育の初期は

土壊を乾燥欣態にずる方が、むしろよい様であ

る。

t訂正〉本研究の第 1報 (88~き3量払 36貰〉中、土獲

水分震が間建っているので下犯の如〈訂正します。
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